
（1）特定非営利活動に関する事業

内容 実施日時 実施場所
従事者の
人数

受益対象者の範囲
受益者の
人数

①文化財保存技
術の研究開発

文化庁補助事業「津波により被災した文化
財の保存修復技術の構築と専門機関の連
携に関するプロジェクト」への協力

紙資料修復工程のビデオ作製協力 通年 NPOJCP工房他 スタッフ　1名
会員　2名

陸前高田市立博物館職員、日本博物館協会所属館学芸
員、NPOJCP会員
一般社会

不特定多数 本部

②文化財保存修
理専門家の養成,
研修事業

文化財保存修復をめざす人のための実践
コース
～被災した文化財の第一次レスキュー（水
損資料を中心に）～

文化財保存修復の専門家を目指す学生、若手技
術者、社会人、既に専門家として活躍している人たち
を対象とした実践的セミナー。2020年度は感染症の
拡大の影響を受け、初のリモートにて開催した。「被災
した文化財の第一次レスキュー」をテーマに、Ⅰ．初
動、Ⅱ．カビについて、Ⅲ．水損資料の第二次レス
キューにおける対処法、Ⅳ．日常の管理のカリキュラム
を組んだ。配信期間はカリキュラムごと1ヶ月を目途に、
2020年11月から開始し、2021年2月14日に終了し
た。

Ⅰ．初動～第一次レス
キュー：2020年11月2日
～12月30日
Ⅱ．カビについて：2020年
12月15日～2021年1勝
ち15日
Ⅲ．水損資料の第二次
レスキューにおける対処
法：2021年1月5日～2月
4日
Ⅳ．日常の管理：2021年
1月15日～2月14日

・NPOJCP池之端事務所
・NPOJCP工房
・川崎市市民ミュージアム
・寺田倉庫

受講生85名
講師　20名（協力企業4
社含む）
スタッフ　5名
外部協力者　1名

・文化財修復技術者・保存担当者・学芸員など専門家／
現在非専門家であっても専門家を目指す者（学生含む）、文
化財領域での活動を希望する者

85名

本部

土佐山内記念財団見積り作業 所蔵品の調書から修理設計と修理費概算作成 大林理事自宅 会員１名 土佐山内記念財団、一般社会 不当定多数 関西支部

令和2年度歴史資料保存管理支援業
務委託

臼杵市の所有する県指定有形文化財「破亀甲
花菱沢瀉軍配紋散蒔絵婚礼調度」及び同付
随品のクリーニング、整理収納（保存箱作成及
び収納）、台帳・目録の作成業務

2年4月1日～3年3月
31日

臼杵市文化財管理センター、臼
杵市歴史資料館

役員2名、会員1名 臼杵市、一般社会 不特定多数 九州支部

紙資料の修理に伴う実施計画書作成
業務委託

知覧特攻平和会館が収蔵する遺書や手紙など
の文書資料を恒久的に保存継承していくための
修理設計見積書、データベースの作成業務

2年8月7日～3年3月
19日

知覧特攻平和会館 役員2名、職員1名 知覧特攻平和会館及び南九州市市民、一般社会 不特定多数 九州支部

③災害救援活動 東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災民俗文化財実測
修理業務＜42点＞

2020年7月2日～2021年
3月26日

陸前高田市立博物館、会員の自
宅、
JCP池之端事務所

会員4名
ｽﾀｯﾌ　3名

陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数
本部

東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災写真資料安定化
処理業務＜310点程度＞

2020年6月25日～2021
年3月26日

陸前高田市立博物館、会員の自
宅、
JCP池之端事務所

会員1名
スタッフ　1名

陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数
本部

東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災美術資料安定化
処理及び修理業務＜水彩画・版画42点/油彩画3
点＞

2020年7月2日～2021年
3月26日

陸前高田市仮設被災文化財保存
修復施設（岩手県立博物館内）、
JCP工房、JCP池之端事務所

会員約11名
スタッフ　3名

陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数

本部

東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災地籍図安定化処
理及び修理業務＜29展開表装＞

2020年6月18日～2021
年3月26日

京都国立博物館内国宝修理所 会員約10名
スタッフ　3名

陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数
本部

川崎市市民ミュージアム被災資料救援作
業

台風19号で浸水被害を受けたKCM所蔵品に対し、
川崎市の要請により、技術者及びボランティアを派
遣。資料のレスキューにあたる。

2019年11月7日～続行
中

川崎市市民ミュージアム 会員技術者　18名
会員ボランティア　5名

川崎市市民ミュージアム、川崎市民、 不特定多数

本部

川崎市市民ミュージアム被災資料救援作
業

台風19号で浸水被害を受けたKCM所蔵品の中か
ら、装潢作品109点、洋画作品17点の保存修理を
請け負う

2020年12月～2021年3
月31日

川崎市市民ミュージアム 会員技術者　18名
スタッフ　5名

川崎市市民ミュージアム、川崎市民、 不特定多数

本部

長野市　市民ボランティア団体への講習会
へ講師派遣

千曲川氾濫により被害を受けた地域の文化財レス
キュー方法を市民ボランティアに講義。

2020年7月14日、8月27
日、2月2日

長野市立博物館 会員技術者　3名 長野市立博物館、長野市市民 不特定多数
本部

東日本大震災被災文化財救援事業 東日本大震災被災資料他、応急処置 通年 京都造形芸術大学 会員2名学生会員約3
名

被災所有者、当該資料利用者等 不特定多数 関西支部

2020度特定非営利活動に係わる事業報告

２０２０年４月１日から　２０２１年３月３１日まで　

　　　　　           　特定非営利活動法人　文化財保存支援機構

事業名



（2）その他目的を達成するために必要な事業
内容 実施日時 実施場所 従事者の人数

受益対象者の範囲
受益者の
人数

情報の発信 簡易ニュースレター発行 川崎市市民ミュージアムのレスキュー活動を会員へ報
告するため、臨時にA42頁程度のニュ－スレタ－を発
行した。

当機構事務局 4人 会員、文化財関連団体 不特定多数
本部

HPの更新 従来のHPが5年を経過し、リース更新の時期となった
ことから、デザインを一新し、より親しみやすい画面の
作成を行った。同時にスマートフォン用のHPも作成し
た。

2021年2月10日～ 当機構事務局 スタッフ　4名 一般市民 不特定多数

本部

インスタグラム開始 JCPの活動を中心に、事務局がある谷中地域の情
報を幅広く発信。分かり易い情報伝達を図るととも
に、より広範な会員層の獲得を目指す。

2020年10月9日～　基
本的に毎週1回発信

当機構事務局 スタッフ　2名 一般市民 不特定多数
本部

台東メッセ 台東区内のNPO法人、福祉団体などの活動紹介パ
ネル展にポスター発表

2020年12月19日～2021
年3月11日

台東区生涯学習センター1階アトリウ
ム

スタッフ　2名 一般市民 不特定多数

本部

メールマガジン配信 JCP及び関連団体の活動報告

その他 文化財保存修復学会運営協力 文化財の保存修復専門家が多数所属する学会の
運営協力支援

通年 事務局　3名
スタッフ　2名

学会員 学会員約1,000名
本部

資料整理支援業務 本田理事所蔵の資料整理支援業務 通年 九州支部事務所 職員　1名
アルバイト　1名

一般市民 一般社会 九州支部

各種依頼、相談
受付、技術者紹
介等

・9/25　古文書の修復について技術者紹介
依頼（個人）
・6/4　レプリカ制作の業者の紹介依頼（女
子美術大学より）
・後援依頼：第7回　アール・パレ展

専門家を紹介して欲しい、というメール、電話での相
談に対応。

随時 当機構事務局 専門家,工房など数件 相談者

本部／関西
支部／九州
支部

事業名


